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研究成果の概要 

 

生体内での細胞分裂を精密に追跡することができれば、様々な生命現象や疾患の理解に繋がる。そこ

で私は、細胞分裂と細胞系譜をあらゆる細胞種で追跡可能となる汎用性の高いマウスシステムの構築

を目指す。これにより、生体内での細胞分裂パターンを再構成し、機序解明を行うことができ、細胞の

分裂機序の解明も期待できる。 

昨年度は、まず細胞株を用いてこのシステムが作成可能か検討を行うことを目的とした。問題点とし

て、効率が低いということがあげられ、現在、効率的に行うための手段を複数比較検討している。 
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